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1.　はじめに
　現在，学校だけではなく，学校外における
子どもの学習支援に注目が集められている．
その中で，親が子どもの学習へ関与すること
の重要性が再認識されている（例えば，文部
科学省，2006）．しかしながら，一般に親が子
どもの学習へ関与することは困難であると考
えられる．困難な理由としては，親は子ども
の学習状況を把握できない，子どもの学習状
況に応じた適切なタイミングで関与できない，
などが想定される．
　本研究では，フォッグ（2002）が提唱し
た「説得のためのテクノロジ」（Persuasive	
Technology）という概念に依拠しながら，ネッ
トワーク型のモバイル技術の「携帯電話」が，
子どもの学習へ関与するように親を動かすテ
クノロジとして有効利用できることを提案す
る．併せて，家庭における科学教育をフィー

ルドとした実践研究を通して，本研究で提案
した携帯電話の利用が，親の関与を引き出す
と同時に，その関与が子どもの学習に貢献で
きることを実証的に明らかにする．

2.　Persuasive Technology：説得のためのテ
クノロジ

2-1.　説得のためのテクノロジとは
　フォッグ（2002）は，1990 年代後半から
インターネットが普及し，コンピュータが人々
の生活に深く浸透するようになってから，人
の態度や姿勢，行動を変える目的で設計され
た対話的なコンピュータが出現してきたと指
摘する．そして，このようなコンピュータ全
般を「説得のためのテクノロジ」と概念化し
ている．
　フォッグは，ツールとして，メディアとして，
ソーシャル・アクターとして，という 3つの
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視点からコンピュータが説得のためのテクノ
ロジとしていかに機能するかを総合的に議論
している．以下では，本研究で着目する携帯
電話と密接な関係がある「ツールとしてのコ
ンピュータ」に焦点を当てる．
　説得のためのツールとして利用されるコン
ピュータには，いくつかの共通した特徴があ
ると，フォッグは指摘する．その特徴は，以
下に示す 7つの原理として整理されている．
（1）手順の省略の原理
　煩雑な仕事を簡単に済ませられるように人
を支援し，その行動をユーザー自らが進んで
行うように働きかける．
（2）トンネリングの原理
　あらかじめ準備された一連の動作をユー
ザーが一つひとつ体験するように誘導する．
（3）カスタマイズの原理
　人の考え方や行動を変えるために十分な情
報を，ユーザ一人ひとり向けにカスタマイズ
して提供する．
（4）提案の原理
　コンピュータが最適なタイミングでアイデ
アや情報を提供する．
（5）自己監視の原理
　ユーザーの状態や進み具合をわかりやすく
知らせる．
（6）監視の原理
　自らのある行動を変えようとしている様子
を他人が監視できるようにする．
（7）条件づけの原理
　複雑な行動を形成するために，正の強化を
与える．

2-2.　説得のためのテクノロジとしてのモバイ
ル技術

　フォッグは，コンピュータの中でも携帯電
話のような，ネットワーク型のモバイル技術
の可能性についても言及している．フォッグ
によれば，モバイル・テクノロジとネットワー
ク・テクノロジの出現により，最適な場所と
タイミングで人を説得できるという新たな可
能性がでてきた．モバイルの特性として，従
来のコンピュータに比べて，ユーザーはいつ
でもそれを利用できるし，すぐに利用するこ
とができる．また，そのモバイルがネットワー
ク化されていれば，ユーザーがどこにいても
その場所に対して情報を提供することができ
るからである．
　以上の理由から，フォッグは，モバイル・

テクノロジとネットワーク・テクノロジを利
用すれば，ツールが持つ説得力が向上すると
し，説得のためのテクノロジの最先端の分野
と位置づけている．

3.　説得のためのテクノロジとしてのモバイル
技術は，教育のためにいかに利用できるか

3-1.　携帯電話，ユーザーとしての親
　それでは，前述のフォッグの議論を背景に
したとき，教育工学の立場からは，わが国の
教育のために，説得のためのテクノロジとし
てのモバイル技術をいかに利用可能であると
提案することができるだろうか．
　まず，数あるモバイル技術のうち，説得の
ためのテクノロジとしてのモバイル技術の有
力な候補となるのは，携帯電話であると考え
られる．その理由は，2点ある．
　1点目は，携帯電話が，ユーザーの手元にわ
たったとき，最初からネットワーク化されて
いるモバイル技術だからである．2点目は，わ
が国において，携帯電話の普及が著しいから
である．野村総合研究所の調査によると，携
帯電話の個人利用率は 84.4％（60代を含める
と 79.2％）となっている．特に若年層の普及
率は，10 代で 80.3%，20 代で 96.9%，30 代
で 96.2%と非常に高い（NRI 野村総合研究所，
2003）．近年は，子ども向け携帯電話サービ
スの開始等により，さらに若年化に拍車がか
かり，小学校 6年生の 22%，中学校 1年生の
35%，中学校 2年生の 46.4%，中学校 3年生
の 54%が携帯電話を保持しているという（ベ
ネッセ教育研究開発センター，2005）．
　次に，説得のためのテクノロジとしてモバ
イル技術をどのような教育場面に応用できる
かについては，例えば，子どもをユーザーと
して想定した提案ができるだろう．しかしな
がら，冒頭で述べたように，親が子どもの学
習へ関与することの重要性は再認識されてい
るものの，一般に親が子どもの学習へ関与す
ることは困難であると考えられる．このよう
な現状を踏まえたとき，親をユーザとして想
定した提案が，現在のわが国において求めら
れている研究課題の一つになると考えられる．
　周知のように，教育工学の分野では，子ど
もが携帯電話を利用して学習を進めること
に関する研究事例が豊富に存在する（例え
ば，BEAT，2006b； 関 ら，2001； 竹 中 ら，
2006）．その多くは，携帯電話を利用して，子
どもがネットワーク上の学習情報に送受信す



るものである．こうした研究をベースにして，
子どもと親の両方が携帯電話を利用するよう
にすれば，子どもがネットワーク上の学習情
報に送受信したアクセス情報を利用・加工し，
それを携帯電話を通して親へ提供することが
できると考えられる．
　こうすることで，親は子どもの学習状況を
把握できるとともに，子どもの学習状況に応
じた適切なタイミングで関与できるようにな
ると期待できる．言い換えれば，携帯電話が「子
どもの学習へ関与するように親を動かすテク
ノロジ」になると言える．

3-2.　親を動かすテクノロジとしての携帯電
話：その 7 つの原理

　以上のように，子どもの学習へ関与するよ
うに親を動かすテクノロジとして携帯電話を
活用する場合，フォッグが示した7つの原理は，
次のように表現できる．
（1）手順の省略の原理
　子どもの学習状況を親に自動的に通知する
ことで，子どもの学習状況の把握を簡単に済
ませられるように親を支援し，子どもの学習
への関与を親が自ら進んで行うように働きか
ける．
（2）トンネリングの原理
　「携帯電話の画面を見る→子どもの学習状況
と関与の仕方を把握する→子どもの学習へ関
与する」というあらかじめ準備された一連の
動作を親が一つひとつ体験するよう誘導する．
（3）カスタマイズの原理
　自分の子どもの学習状況とそれに応じた関
与の仕方に関する情報を，親一人ひとり向け
にカスタマイズして提供する．
（4）提案の原理

　子どもの学習が一区切り進捗した段階で，
瞬時に，親にその学習状況とそれに応じた関
与の仕方を提供する．
（5）自己監視の原理
　自分が関与するものとしての子どもの学習
状況をわかりやすく知らせる．
（6）監視の原理
　子どもの学習状況を親が把握できるように
する．
（7）条件づけの原理
　親が子どもの学習に関与し続けるようにな
るために，親にポジティブなフィードバック
を与える．

4.　おやこ de サイエンス：携帯電話を利用し
た家庭における科学教育プログラム

4-1.　概要
　筆者らが開発した「おやこ de サイエンス」
は，ハンズオンの科学実験をベースとした
家庭における教育プログラムである（BEAT，
2006a；中原ら，2005；山口ら，2006）．親
子がそれぞれ携帯電話を利用することで，親
が子どもの学習に関与を行いながら，子ども
は光について学習できる．おやこ de サイエン
スでは，学習課題，実験の手続き等をさだめ
た教材が，携帯電話コンテンツとして開発さ
れている．子どもは自分の携帯電話からそれ
を見ながら学習を進めることができる．加え
て，おやこ de サイエンスでは，子どもが携帯
電話で科学の学習に取り組む際，その学習状
況の情報を親に通知する特徴的な機能「学習
状況メール通知機能」（図 1）を実装している．

4-2.　携帯電話の利用
　子どもの一連の学習は，次の 7つのステッ

図 1　学習状況メール通知機能



プで構成されている．（a）実験課題の提示，（b）
「実験結果の予想」と「理由」への入力，（c）
実験に取り組む，（d）「実験結果の入力」と「理
由」への入力，（e）「実験の解説」を読んで「理
解度」を入力，（f）「レベルアップクイズ」へ
のチャレンジ，（g）「レベルアップクイズ」の
解説を読む．以上 7つのステップにおいて，
子どもは，実験器具や素材などとともに，携
帯電話を利用する．
　親の携帯電話利用については，子どもが「実
験の結果」「実験の予想」を送信したり，レベ
ルアップクイズ等にチャレンジするたび，そ
の学習状況は，メールで親の携帯電話に通知
される．このメールでは，（a）子どもの「実
験の予想」と「理由」，（b）実験後に入力する「実
験結果」と「理由」，（c）理解度，（d）レベル
アップテストの到達度，の 4つを変数として，
48種類のメッセージが構成されるようになっ
ている．これらのメッセージは，いずれも，
「その日の学習の様子」を子ども自身にたずね，
学習の内容についての会話を行うよう親に促
す内容となっている．

5.　実証実験
5-1.　方法
　2005 年 11 月 5 日から 11 月 26 日の 3 週
間，おやこ de サイエンスの実証実験を実施し
た．参加者は，一般公募を行った親子60組（120
名）であった．子どもの学齢は，小学校 4年
生と 5年生であった．参加者の親にも子ども
にも，3週間，携帯電話を 1人 1 台ずつ貸与
した．評価の視点として，（1）光に対する子
どもの理解は向上したのか，（2）親子間の会
話は増えたのか，（3）「学習状況メール通知機
能」は親子の会話の向上を促したのか，の 3
点を設定し，事前・事後において質問紙調査
とテストを行った．

5-2.　結果
　質問紙調査の回答とテストの解答を分析し
た結果，以下の 5点が明らかになった（中原ら，
2006）．
（1）おやこ de サイエンスでの学習を通して，
子どもの光に対する理解は向上した．

（2）「学習状況メール通知機能」は，親が子ど
もの学習の様子をたずねるきっかけに使わ
れる傾向にあった（図 2）．

（3）おやこ de サイエンスへの参加を通して，
親子は理科の勉強に関する会話をより多く
するようになった．

（4）親子の会話と子どもの事後テストにおけ
る成績には正の関連性があることが認めら
れた．

（5）「学習状況メール通知機能」は，親子間の
会話量の増加に正の影響を与えた可能性が
あることがわかった．

附記
　本研究は，東京大学大学院情報学環ベネッセ先端教育
技術学講座のプロジェクトとして行われている．
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